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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素が行列状に配列され、第１の表示領域と第２の表示領域を有する画素部と、
　該画素部の各行に対応して設けられ、制御信号が入力されると画素部の各画素を垂直方
向に走査する垂直走査信号を出力すると共に、後段に制御信号を出力可能に構成されたシ
フトレジスタと、該シフトレジスタに順次制御信号が入力されることで第１の表示領域及
び第２の表示領域の各画素を１行ずつ順次選択する第１の駆動モードと、第２の表示領域
に対応する所定のシフトレジスタに略同時に制御信号が入力され、同所定のシフトレジス
タは前段のシフトレジスタからの制御信号が遮断される一方、前記所定のシフトレジスタ
以外のシフトレジスタは前段のシフトレジスタからの制御信号が入力されることで第１の
表示領域の各画素を１行ずつ順次選択すると共に、第２の表示領域の各画素を複数行ずつ
順次選択する第２の駆動モードとを、切り替えるスイッチ回路を有する垂直駆動系と、
　第１の駆動モード時に前記垂直駆動系によって選択した第１の表示領域及び第２の表示
領域の各画素に表示信号を順次書き込み、第２の駆動モード時に前記垂直駆動系によって
選択した第１の表示領域の各画素に表示信号を順次書き込むと共に、第２の駆動モード時
に前記垂直駆動系によって選択した第２の表示領域の各画素に所定の輝度レベル信号を順
次書き込む様に構成された水平駆動系を備える
　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(2) JP 4470507 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は表示装置に関する。詳しくは、第２の表示領域の各画素に複数行ずつ順次所定
の輝度レベル信号を書き込むことによって、寄生容量によるノイズを抑制しようとした表
示装置に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、アスペクト比が４：３の標準のテレビジョン方式（ＮＴＳＣ方式など）に対して
、アスペクト比が１６：９のいわゆるワイドビジョン（ハイビジョン）が開発され、これ
に伴ってワイドビジョン用の撮影モードを持ったビデオカメラ装置も発売されている。従
って、標準のテレビジョン方式に対応したアスペクト比が４：３の画面を有する表示装置
において、１６：９のワイドビジョン対応の表示が行えることが望まれている。
【０００３】
　上記した様に、アスペクト比が異なるテレビジョン方式に対応できる様にするためには
、テレビジョン方式に応じてアスペクト比を切り替える必要がある。
【０００４】
　ここで、アスペクト比を切り替える方法として、画素部の上端部及び下端部の所定数の
走査線に黒色情報を書き込む処理を行う表示装置の駆動方法が提案されていた（例えば、
特許文献１参照。）。
【０００５】
　ところが、特許文献１に記載の方法により異なるアスペクト比での表示を行うには、そ
の駆動をなす駆動系にメモリやスキャンコンバータなどの回路が必要となるため、その分
高価なものになるという問題があった。特に、ビデオカメラ装置のＥＶＦ（Electronic V
iew Finder）などに用いられる液晶表示装置では、装置の簡易化、低消費電力化が強く望
まれていることから、異なったアスペクト比での表示を、できるだけ簡単な構成で廉価に
実現したいという要求がある。
【０００６】
　この様な要求に応じて、アスペクト比を切り替えるための制御信号が与えられた時に画
素部の上下の所定領域の各画素を強制的にアクティブ状態にし黒レベル信号を一括して書
き込むとともに、それ以外の領域の画素に対しては行単位で順にアクティブ状態にしつつ
各行毎に表示信号を書き込む表示装置の駆動方法が提案されている（例えば、特許文献２
参照。）。
【０００７】
【特許文献１】特開平８－３１４４２１号公報
【０００８】
【特許文献２】特開２００１－５１６４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記した従来の表示装置の駆動方法では、一括して黒レベル信号を書き
込むために、寄生容量によるノイズの影響を受けやすく、黒表示領域に充分に黒信号が書
き込めない等の問題がある。
【００１０】
　本発明は、以上の点に鑑みて創案されたものであって、所定の輝度レベル信号を書き込
む際の寄生容量によるノイズの影響を抑制することができる表示装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る表示装置は、画素が行列状に配列され、第
１の表示領域と第２の表示領域を有する画素部と、第１の駆動モード時に第１の表示領域
及び第２の表示領域の各画素を一行ずつ順次選択し、第２の駆動モード時に第１の表示領
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域の各画素を一行ずつ順次選択すると共に、第２の駆動モード時に第２の表示領域の各画
素を複数行ずつ順次選択する様に構成された垂直駆動系と、第１の駆動モード時に前記垂
直駆動系によって選択した第１の表示領域及び第２の表示領域の各画素に表示信号を順次
書き込み、第２の駆動モード時に前記垂直駆動系によって選択した第１の表示領域の各画
素に表示信号を順次書き込むと共に、第２の駆動モード時に前記垂直駆動系によって選択
した第２の表示領域の各画素に所定の輝度レベル信号を順次書き込む様に構成された水平
駆動系を備える。
【００１２】
　また、上記の目的を達成するために、本発明に係る表示装置の製造方法は、画素が行列
状に配列され、第１の表示領域と第２の表示領域を有する画素部と、該画素部の各画素を
行単位で選択する垂直駆動系と、該垂直駆動系により選択した画素に信号を書き込む水平
駆動系を有し、前記第１の表示領域及び第２の表示領域の各画素に表示信号を書き込む第
１の駆動モードと、前記第１の表示領域の各画素に表示信号を書き込み、前記第２の表示
領域の各画素に所定の輝度レベル信号を書き込む第２の駆動モードを備える表示装置の駆
動方法において、前記第１の駆動モード時は、前記垂直駆動系により前記第１の表示領域
及び前記第２の表示領域の各画素を一行ずつ順次選択すると共に、選択した第１の表示領
域及び第２の表示領域の各画素に表示信号を順次書き込み、前記第２の駆動モード時は、
前記垂直駆動系により前記第１の表示領域の各画素は一行ずつ順次選択し、前記第２の表
示領域の各画素は複数行ずつ順次選択すると共に、選択した第１の表示領域の各画素に表
示信号を順次書き込み、選択した第２の表示領域の各画素に所定の輝度レベル信号を順次
書き込む。
【００１３】
　上記した表示装置では、例えばアスペクト比が４：３の表示画面の場合における駆動モ
ードである第１の駆動モード時には、垂直駆動系により第１の表示領域及び第２の表示領
域の各画素を一行ずつ順次選択すると共に、第１の表示領域及び第２の表示領域の一行ず
つ順次選択された各画素に表示信号を書き込むことによって、第１の表示領域及び第２の
表示領域の各画素に対して一行ずつ表示信号を書き込むことができる。
【００１４】
　一方、例えばアスペクト比が１６：９の表示画面の場合における駆動モードである第２
の駆動モード時には、垂直駆動系により第１の表示領域の各画素を一行ずつ順次選択する
と共に、第１の表示領域の一行ずつ順次選択された各画素に表示信号を書き込むことによ
って、第１の表示領域の各画素に対して一行ずつ表示信号を書き込むことができる。また
、第２の駆動モード時には、垂直駆動系により第２の表示領域の各画素を複数行ずつ順次
選択すると共に、第２の表示領域の複数行ずつ順次選択された各画素に所定の輝度レベル
信号を書き込むことによって、第２の表示領域の各画素に対して複数行ずつ所定の輝度レ
ベル信号を書き込むことができる。
【発明の効果】
【００１５】
　上記した本発明の表示装置では、第２の表示領域の各画素に所定の輝度レベル信号を書
き込む際に、一括して書き込みを行わず、複数行ずつ書き込みを行うために、画素部が寄
生容量によるノイズの影響を受け難く、充分に所定の輝度レベル信号の書き込みを行うこ
とができる。
【００１６】
　また、本発明の表示装置では、外部に特別な回路を設けることなく簡単な回路構成を付
加し、単にアスペクト比を切り替えるための制御信号を与えるだけで異なったアスペクト
比での表示を簡単な構成にて廉価でかつ消費電力で実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明し、本発明の理解に供する
。
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　図１は本発明を適用したアクティブマトリクス型液晶表示装置の一例における液晶駆動
回路の構成を説明するための図であり、ここで示す液晶駆動回路は、画素が行列状（マト
リクス状）に配置されてなる画素部１と、画素部の例えば上側に配置され、各画素への表
示データ若しくは黒レベル信号の書き込みを点順次で行う水平駆動系２と、画素部の例え
ば左側に配置され、各画素を行単位で選択する垂直駆動系３を備えている。
【００１８】
　画素部１は、２枚のガラス基板間に液晶材料が封入されることによって作製され、マト
リクス状に配置された各画素は、スイッチング素子であるポリシリコンＴＦＴ４と、この
ＴＦＴのドレイン電極に画素電極が接続された液晶セル５と、ＴＦＴのドレイン電極に一
方の電極が接続された補助キャパシタ６から構成されている。
【００１９】
　この画素構造において、各画素のＴＦＴは、そのゲート電極が垂直方向（行方向）の画
素数２２０（以下、垂直画素数２２０と称する）に対応した２２０行分のゲートライン７

－１，７－２，・・・７－２１９，７－２２０の各々にそれぞれ接続され、かつそのソー
ス電極が水平方向（列方向）の画素数５６０（以下、水平画素数５６０と称する）に対応
した５６０列分の信号ライン８－１，８－２・・・８－５５９，８－５６０の各々にそれ
ぞれ接続されている。また、液晶セルの対向電極及び補助キャパシタの他方の電極は、コ
モン電圧Ｖｃｏｍが与えられるコモンライン１０に接続されている。
【００２０】
　ここで、画素部は、図２に示す様に第１の表示領域１１と第２の表示領域１２を有し、
第１の表示領域にはアスペクト比が４：３の標準のテレビジョン信号に対応した標準モー
ド及びアスペクト比が１６：９のワイドビジョンに対応したワイドモードの両モードで表
示データが供給される。一方、第２の表示領域には標準モードでは表示データが供給され
るものの、ワイドモードでは表示データは供給されずに黒レベル信号が供給される。
【００２１】
　なお、本実施例では、２９行から１９２行を第１の表示領域とし、１行から２８行及び
１９３行から２２０行までを第２の表示領域（以下、便宜上１行から２８行を上部表示領
域、１９３行から２２０行を下部表示領域と言う）とする場合を例に挙げて説明を行う。
即ち、ワイドモードの際に１行から２８行及び１９３行から２２０行の各画素について黒
色表示を行う場合を例に挙げて説明を行う。
【００２２】
　水平駆動系２は、水平画素数５６０に対応した５６０段のＨシフトレジスタ（図示せず
）からなるＨスキャナ１３と、水平画素数５６０に対応して設けられた５６０個の水平ス
イッチ１４－１，１４－２・・・１４－５５９，１４－５６０を有する。Ｈスキャナは、
水平スタートパルスＨＳＴを水平クロックＨＣＫに同期して順に転送することによって得
られる各段の転送パルスを水平走査パルスとして順に出力する。水平スイッチは例えばＭ
ＯＳトランジスタからなり、Ｈスキャナから順に出力される水平走査パルスに応答して順
次オン状態となることで、表示データを画素部の信号ラインに供給する。
【００２３】
　垂直駆動系３は、図３で示す様に、垂直画素数２２０に対応した段数のＶシフトレジス
タ１５－１，１５－２・・・１５－２１９，１５－２２０と、７段目のＶシフトレジスタ
１５－７に対応した垂直スイッチ１６－７、１１段目のＶシフトレジスタ１５－１１に対
応した垂直スイッチ１６－１１、１５段目のＶシフトレジスタ１５－１５に対応した垂直
スイッチ１６－１５、１９段目のＶシフトレジスタ１５－１９に対応した垂直スイッチ１
６－１９、２３段目のＶシフトレジスタ１５－２３に対応した垂直スイッチ１６－２３、
１９９段目のＶシフトレジスタ１５－１９９に対応した垂直スイッチ１６－１９９、２０
３段目のＶシフトレジスタ１５－２０３に対応した垂直スイッチ１６－２０３、２０７段
目のＶシフトレジスタ１５－２０７に対応した垂直スイッチ１６－２０７、２１１段目の
Ｖシフトレジスタ１５－２１１に対応した垂直スイッチ１６－２１１、２１５段目のＶシ
フトレジスタ１５－２１５に対応した垂直スイッチ１６－２１５からなるＶスキャナ１７
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を有する。
【００２４】
　ここで、上部表示領域に形成された垂直スイッチ１６－７，１６－１１，１６－１５，
１６－１９，１６－２３は、第1のＣＭＯＳスイッチ１８及び第２のＣＭＯＳスイッチ１
９を有し、第１のＣＭＯＳスイッチのＰチャネル側のゲート電極と第２のＣＭＯＳスイッ
チのＮチャネル側のゲート電極はアスペクト比切り替え制御パルスＷＩＤＥラインに接続
し、第１のＣＭＯＳスイッチのＮチャネル側のゲート電極と第２のＣＭＯＳスイッチのＰ
チャネル側のゲート電極はインバータ２０を介してＷＩＤＥラインに接続し、第１のＣＭ
ＯＳスイッチのソース電極は対応するＶシフトレジスタの前段のＶシフトレジスタに接続
し、第２のＣＭＯＳスイッチのソース電極は２段目のＶシフトレジスタに接続し、第１の
ＣＭＯＳスイッチのドレイン電極及び第２のＣＭＯＳスイッチのドレイン電極は対応する
Ｖシフトレジスタに接続している。
【００２５】
　また、下部表示領域に形成された垂直スイッチ１６－１９９，１６－２０３，１６－２

０７，１６－２１１，１６－２１５は、第１のＣＭＯＳスイッチ及び第２のＣＭＯＳスイ
ッチを有し、第１のＣＭＯＳスイッチのＰチャネル側のゲート電極と第２のＣＭＯＳスイ
ッチのＮチャネル側のゲート電極はＷＩＤＥラインに接続し、第１のＣＭＯＳスイッチの
Ｎチャネル側のゲート電極と第２のＣＭＯＳスイッチのＰチャネル側のゲート電極はイン
バータを介してＷＩＤＥラインに接続し、第１のＣＭＯＳスイッチのソース電極は対応す
るＶシフトレジスタの前段のＶシフトレジスタに接続し、第２のＣＭＯＳスイッチのソー
ス電極は１９４段目のＶシフトレジスタに接続し、第１のＣＭＯＳスイッチのドレイン電
極及び第２のＣＭＯＳスイッチのドレイン電極は対応するＶシフトレジスタに接続してい
る。
【００２６】
　なお、ＷＩＤＥはハイレベル（以下、Ｈレベルと言う）とローレベル（以下、Ｌレベル
と言う）の２値をとり、第１のＣＭＯＳスイッチ及び第２のＣＭＯＳスイッチは、Ｐチャ
ネル側のゲート電極にＬレベルのＷＩＤＥが供給された際にオンの状態となる様に設計さ
れている。
【００２７】
　以下、垂直スタートパルスＶＳＴ、垂直クロックＶＣＫ、ＷＩＤＥの動作タイミング及
びｎ段目のＶシフトレジスタの出力パルス＃ｎを示す図４、図５及び図６を参照して上記
した液晶駆動回路の動作について説明する。なお、図中符号ｃは表示データの書き込みが
行われる領域である画像表示部を示している。
【００２８】
　先ず、標準モード時は、図４に示す様にＷＩＤＥを常にＬレベルとして、図７で示す様
に第１のＣＭＯＳスイッチをオンの状態とし、第２のＣＭＯＳスイッチをオフの状態とす
る。
【００２９】
　この状態で、ＶＳＴをＶＣＫに同期して順に転送することによって、垂直走査パルスを
順に出力し、画素部（第１の表示領域及び第２の表示領域）の各画素を一行ずつ順に選択
する。同時に水平駆動系で、垂直駆動系での垂直走査によって順に選択される行毎に、Ｈ
スキャナから順に出力される水平走査パルスに応答して水平スイッチが順次オン状態とな
ることで、表示データを画素部の信号ラインに供給する。
　この様にして、画素部の各画素に対して１行毎に点順次で表示データの書き込みが行わ
れ、結果としてアスペクト比が４：３の表示画像を得ることができる。
【００３０】
　次に、ワイドモード時は、図５及び図６に示す様にＷＩＤＥを常にＨレベルとして、図
８に示す様に第１のＣＭＯＳスイッチをオフの状態とし、第２のＣＭＯＳスイッチをオン
の状態とする。
【００３１】
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　この状態で、ＶＳＴをＶＣＫに同期して転送することによって、Ｖシフトレジスタは１
段目から転送をし始めるが、３段目のＶシフトレジスタに転送されると同時に７段目、１
１段目、１５段目、１９段目及び２３段目のＶシフトレジスタにも転送し、各々次段のＶ
シフトレジスタに順に転送するために、垂直走査パルスが６段同時に出力し、画素部の３
行目、７行目、１１行目、１５行目、１９行目及び２３行目の各画素が同時に選択され、
画素部の４行目、８行目、１２行目、１６行目、２０行目及び２４行目の各画素が同時に
選択され、画素部の５行目、９行目、１３行目、１７行目、２１行目及び２５行目の各画
素が同時に選択され、画素部の６行目、１０行目、１４行目、１８行目、２２行目及び２
６行目の各画素が同時に選択できる。同時に水平駆動系で、上部表示領域に対応する図５
中符号ａで示す８Ｈ期間黒レベル信号を供給し、垂直駆動系での垂直走査によって選択さ
れる行毎に、Ｈスキャナから順に出力される水平走査パルスに応答して水平スイッチが順
次オン状態となることで、黒レベル信号を上部表示領域の信号ラインに供給する。
　この様に８Ｈ期間黒レベル信号を供給することで、上部表示領域の各画素に対して黒レ
ベル信号の書き込みを行うことができる。
【００３２】
　次に、２９段目から１９２段目までのＶシフトレジスタは順次転送することによって、
垂直走査パルスを順に出力し、第１の表示領域の各画素を一行ずつ順に選択する。同時に
水平駆動系で、垂直駆動系での垂直走査によって順に選択される行毎に、Ｈスキャナから
順に出力される水平走査パルスに応答して水平スイッチが順次オンとなることで、表示デ
ータを表示部の信号ラインに供給する。
　この様にして、第１の表示領域の各画素に対して１行毎に点順次で表示データの書き込
みが行われる。
【００３３】
　続いて、Ｖシフトレジスタは１９３段目から転送をし始めるが、１９５段目のＶに転送
されると同時に１９９段目、２０３段目、２０７段目、２１１段目及び２１５段目のＶシ
フトレジスタにも転送し、各々次段のＶシフトレジスタに順位転送するため、垂直走査パ
ルスが６段同時に出力し、画素部の１９５行目、１９９行目、２０３行目、２０７行目、
２１１行目及び２１５行目の各画素が同時に選択され、画素部の１９６行目、２００行目
、２０４行目、２０８行目、２１２行目及び２１６行目の各画素が同時に選択され、画素
部の１９７行目、２０１行目、２０５行目、２０９行目、２１３行目及び２１７行目の各
画素が同時に選択され、画素部の１９８行目、２０２行目、２０６行目、２１０行目、２
１４行目及び２１８行目の各画素が同時に選択できる。同時に水平駆動系で、下部表示領
域に対応する図６中符号ｂで示す８Ｈ期間黒レベル信号を供給し、垂直駆動系での垂直走
査によって選択される行毎に、Ｈスキャナから順に出力される水平走査パルスに応答して
水平スイッチが順次オン状態となることで、黒レベル信号を下部表示領域の信号ラインに
供給する。
　この様にして下部表示領域の各画素に対して黒レベル信号の書き込みが行われ、結果と
してアスペクト比が１６：９の表示画像を得ることができる。
【００３４】
　上記した本発明を適用したアクティブマトリクス型液晶表示装置では、第２の表示領域
への黒レベル信号の書き込みを一括して行わないために、ワイドモードの際に画素部が寄
生容量によるノイズの影響を受け難く、充分に黒レベル信号の書き込みを行うことができ
る。
【００３５】
　なお、上記の実施例では、２個のＣＭＯＳスイッチを１組として構成され、ＷＩＤＥに
よりどちらか一方のスイッチがオンの状態となる垂直スイッチを、一方のＣＭＯＳスイッ
チのソース端子には前段のＶシフトレジスタ出力が供給され、もう一方のＣＭＯＳスイッ
チのソース端子には複数行の同時選択を開始する前段のＶシフトレジスタ出力を供給する
様に第２の表示領域に付加しているが、標準モードで画素部の各画素を一行ずつ順に選択
する様な垂直走査パルスを順に出力し、ワイドモードで第２の表示領域の各画素を複数行
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ずつ順に選択する様な垂直走査パルスを順に出力することができるのであれば、他の回路
構成であっても良い。
【００３６】
　また、上記の実施例では、上部表示領域内の各画素を複数行ずつ選択して黒レベル信号
の書き込みを行い、第１の表示領域の各画素を一行ずつ選択して表示データの書き込みを
行った後に、下部表示領域内の各画素を複数行ずつ選択して黒レベル信号の書き込みを行
っているが、上部表示領域内の各画素を少なくとも一行選択すると共に下部表示領域内の
各画素を少なくとも一行選択して上部表示領域内及び下部表示領域内の各画素に同時に黒
レベル信号の書き込みを行っても良い。
【００３７】
　更に、上記の実施例では、ワイドモードの際に画面の上下に黒レベル信号を書き込み、
黒枠表示を行うことによって異なるアスペクト比を実現するとしたが、ワイドモードの際
に画面の上下に書き込む信号は必ずしも黒レベル信号に限定される必要は無く、他の輝度
レベル信号を書き込むことによって異なるアスペクト比に対応するようにしても良い。
【００３８】
　また、上記の実施例では、画素の表示素子として液晶セルを用いた液晶表示装置を例に
挙げて説明を行ったが、画素の表示素子として例えばエレクトロルミネセンス（ＥＬ）素
子を用いたＥＬ表示装置などのアクティブマトリクス型表示装置全般に適用が可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明を適用したアクティブマトリクス型液晶表示装置の一例における液晶駆動
回路の構成を説明するための図である。
【図２】画素部を説明するための模式図である。
【図３】垂直駆動系を説明するための模式図である。
【図４】標準モードにおける各クロックパルスの動作タイミング及びシフトレジスタの出
力パルスを説明するためのタイミングチャートである。
【図５】ワイドモードにおける各クロックパルスの動作タイミング及び上部表示領域のシ
フトレジスタの出力パルスを説明するためのタイミングチャートである。
【図６】ワイドモードにおける各クロックパルスの動作タイミング及び下部表示領域のシ
フトレジスタの出力パルスを説明するためのタイミングチャートである。
【図７】標準モードにおける垂直駆動系の動作を説明するための模式図である。
【図８】ワイドモードにおける垂直駆動系の動作を説明するための模式図である。
【符号の説明】
【００４０】
　　　１　　画素部
　　　２　　水平駆動系
　　　３　　垂直駆動系
　　　４　　ＴＦＴ
　　　５　　液晶セル
　　　６　　補助キャパシタ
　　　７　　ゲートライン
　　　８　　信号ライン
　　１０　　コモンライン
　　１１　　第１の表示領域
　　１２　　第２の表示領域
　　１３　　Ｈスキャナ
　　１４　　水平スイッチ
　　１５　　Ｖシフトレジスタ
　　１６　　垂直スイッチ
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　　１７　　Ｖスキャナ
　　１８　　第１のＣＭＯＳスイッチ
　　１９　　第２のＣＭＯＳスイッチ
　　２０　　インバータ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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